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豊
野
地
区 

 

 香
取
神
社
【
藤
塚
】 

 

ご
祭
神
は 

 

経
津

ふ

つ

主
ぬ
し
の

神 か
み 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
縁
起
由
来
等
一
切
不
明
。
明
治
六
年
「
村
社
」
に
列
格
。
末
社
、
浅
間
社
・

天
神
社
・
稲
荷
社
が
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
「
宗
教
法
人
」
登
録
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
香
取
社
、
村
の
鎮
守
な
り
、
東
国
寺
持
ち
、
本
地
十
一
面
観
音
を

安
ず
、
恵
心
作
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
香
取
社
、
村
社
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
経
津
主
命
を
祀
る
。
祭
日
四
月

三
日
・
六
月
十
五
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
「
天
神
社
」
平
社
で
村
の
西
方
に
あ
り
菅
原
道
真

を
祀
る
。 

 

祭
日
二
月
二
十
五
日
。「
稲
荷
社
」
平
社
で
、
村
の
南
方
に
あ
り
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
祭
日
二
月
初
午
。

「
稲
荷
社
」
平
社
で
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
祭
日
二
月
初
午
。「
稲
荷
社
」
平
社
で
、

村
の
北
方
に
あ
り
、
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
祭
日
初
午
が
あ
る
が
、「
天
神
社
」
と
西
方
に
あ
る
「
稲
荷
社
」

は
香
取
神
社
の
末
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
北
と
南
に
あ
る
「
稲
荷
社
」
は
現
在
所
在
不
明
。 

神
社
行
事 

 

春
祭
五
月
三
日
・
例
祭
七
月
十
五
日
・
秋
祭
十
月
二
十
四
日 

伝
統
行
事 

 

不
詳 
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香
取
神
社
【
銚
子
口
】 

ご
祭
神
は 

 

経
津

ふ

つ

主

命

ぬ
し
の
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
口
碑
に
よ
る
と
、
享
保
二
十
三
年
十
一
月
、
神
祇
官
よ
り
、
「
正
一
位
香
取
大

明
神
」
の
称
号
を
賜
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
治
六
年
四
月
『
村
社
』
に
列
格
。
昭
和
二
十
四
年
「
宗
教
法
人
」
登
録
。 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
村
の
鎮
守
な
り
、
常
楽
寺
持
ち
と
記
さ
れ
て
い
る
。
末
社
に
白
山
・

吾
妻
・
船
玉
と
あ
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
香
取
社
」
村
社
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
経
津
主
命
を
祀
る
。
祭
日
一
月

二
十
三
日
・
九
月
二
十
三
日
と
あ
り
、
そ
の
他
に
「
八
坂
社
」
平
社
に
て
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
素
盞

鳴
尊
を
祀
る
。
「
稲
荷
社
」
平
社
に
て
、
村
の
南
方
に
あ
り
、
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
「
雷
電
社
」
平
社
に
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て
、
村
の
東
南
に
あ
り
、
別
雷
命
を
祀
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
社
は
、
現
在
は
所
在
不
明
。 

神
社
行
事 

 

春
祭
一
月
二
十
三
日
・
例
祭
七
月
十
五
日
・
秋
祭
十
月
二
十
三
日 

伝
統
行
事 

 

一
月
二
十
三
日
と
七
月
十
五
日
及
び
十
月
二
十
三
日
【
最
近
は
、
こ
の
日
に
近
い
日
曜
日
】
に
は
、

境
内
に
万
燈
を
た
て
て
獅
子
舞
が
行
な
わ
れ
る
。 

 

こ
の
獅
子
舞
は
、
日
本
無
双
角
兵
獅
子
と
言
わ
れ
、
元
禄
十
年
【
一
、
六
九
七
】
、
下
間
久
里
【
現
在

の
越
谷
市
内
】
か
ら
伝
え
ら
れ
た
獅
子
舞
で
、
天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
獅
子

舞
で
あ
る
。
以
前
は
、
村
内
【
銚
子
口
村
】
を
廻
り
、
農
家
の
庭
先
で
獅
子
舞
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭

和
四
十
五
年
頃
か
ら
、
村
廻
り
は
廃
止
さ
れ
、
村
境
で
獅
子
舞
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
辻
ぎ

り
と
言
う
。
獅
子
は
、
太
夫
獅
子
・
中
獅
子
・
小
獅
子
の
三
頭
で
舞
う
。
昔
は
、
相
続
人
で
な
け
れ
ば

獅
子
役
の
資
格
が
な
か
っ
た
。
獅
子
役
に
は
、
十
八
歳
に
な
る
と
若
衆
仲
間
に
入
っ
て
獅
子
舞
の
練
習
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を
す
る
。
戦
前
ま
で
は
、
三
十
人
位
の
人
が
受
け
継
い
で
い
た
が
、
今
は
、
笛
の
吹
け
る
人
が
三
人
ぐ

ら
い
で
、
す
べ
て
の
舞
い
が
出
来
る
人
が
六
人
で
あ
る
。 

 

獅
子
舞
の
構
成
は
、
太
夫
【
獅
子
の
親
方
】
を
先
頭
に
天
狗
・
小
獅
子
・
中
獅
子
・
太
夫
獅
子
・
太

鼓
笛
の
順
で
あ
る
。
村
廻
り
は
、
右
回
り
で
、
ま
ず
香
取
神
社
の
社
前
で
「
デ
ハ
の
舞
い
」
を
舞
っ
て

か
ら
「
道
中
流
し
」
で
村
内
を
廻
っ
た
。
獅
子
舞
の
役
は
、
本
田
組
・
水
角
組
・
本
村
組
・
下
組
が
、

毎
年
順
番
で
当
番
を
勤
め
、
祭
り
の
準
備
か
ら
、
役
割
・
費
用
の
負
担
等
を
し
て
獅
子
舞
を
行
う
伝
統

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
。 

 

獅
子
舞
の
曲
目
は
、「
天
狗
の
舞
い
」・「
小
獅
子
の
舞
い
」・「
中
獅
子
の
舞
い
」・「
太
夫
の
舞
い
」
。「
千

鳥
の
舞
い
」
・
「
ヨ
ッ
ア
ゲ
の
舞
い
」
・
「
四
方
固
め
の
舞
い
」
・
「
ヒ
ョ
ウ
シ
オ
カ
ザ
キ
の
舞
い
」
・
「
サ
ン

キ
リ
の
舞
い
」
・
「
細
女
【
う
ぬ
め
】
の
舞
い
」
・
「
弓
の
舞
い
」
・
「
三
番
【
さ
ん
ば
】
神
楽
の
舞
い
」
等

の
十
二
種
類
が
あ
る
。
現
在
は
、
こ
の
獅
子
舞
の
伝
承
者
は
、
十
六
人
で
あ
る
。 
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赤
沼
神
社
【
赤
沼
】 

ご
祭
神
は 

 

経
津

ふ

つ

主
ぬ
し
の

神 か
み 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
口
碑
に
よ
る
と
、
宝
永
三
年
九
月
に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
治
六
年
、
『
村
社
』
に
列
格
。
明
治
三
十
九
年
四
月
、
勅
令
に
よ
り
、
無
格
社
六
社
【
八
坂
・
稲
荷

熊
野
・
雷
電
・
香
取
・
山
王
】
を
同
年
十
二
月
合
祀
と
同
時
に
香
取
神
社
を
赤
沼
神
社
と
改
称
し
た
。 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
八
幡
・
天
神
合
社
、
村
の
鎮
守
な
り
、
常
楽
寺
持
ち
、
稲
荷
社
三
、

一
つ
は
万
福
寺
持
ち
、
二
は
、
村
民
の
持
ち
、
大
杉
明
神
社
、
万
福
寺
持
ち
、
山
王
天
神
合
社
、
安
養

院
持
ち
、
香
取
社
、
二
、
一
つ
は
村
の
鎮
守
な
り
、
正
法
院
持
ち
、
一
つ
は
村
民
の
持
ち
、
疱
瘡
神
社
、

正
法
院
持
ち
、
天
王
社
、
龍
宝
寺
持
ち
、
末
社
天
神
・
水
神
は
村
民
の
持
ち
、
熊
野
社
、
村
民
の
持
ち
、

雷
電
社
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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◎
註 

万
福
寺
・
安
養
院
・
正
法
院
・
龍
宝
寺
は
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
り
廃
寺
と
な
っ
た 

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
持
ち
神
社
は
自
然
消
滅
し
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、「
香
取
社
」
経
津
主
命
を
祀
る
。
祭
日
一
月
七
日
・
九
月
十
九
日
と
あ
る
。 

「
八
坂
社
」
素
盞
鳴
尊
を
祀
る
。
祭
日
六
月
十
五
日
と
あ
る
。
「
熊
野
社
」
伊
奘
册
尊
を
祀
る
。
「
稲
荷

社
」
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
祭
日
二
月
初
午
。
「
山
王
社
」
猿
田
彦
命
を
祀
る
。
「
稲
荷
社
」
倉
稲
魂
命
を

祀
る
。
祭
日
二
月
初
午
。
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
神
社
は
赤
沼
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。「
稲

荷
社
」
村
の
東
方
に
あ
り
、
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
祭
日
二
月
初
午
と
あ
る
は
、
倉
田
橋
付
近
に
あ
る
字

持
ち
の
社
を
言
う
。 

神
社
行
事 

 
 

春
祭
一
月
七
日
・
例
祭
七
月
十
五
日
・
秋
祭
十
月
十
九
日 

伝
統
行
事 

 
 

毎
年
一
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
る
正
月
行
事
の
弓
射
祭
【
オ
ビ
シ
ャ
】
が
あ
る
。 
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「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
は
、
歩
射
【
ブ
シ
ャ
】
の
語
が
訛
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
、
馬
に
乗
っ
て
行
わ
れ

る
流
鏑
馬
【
や
ぶ
さ
め
と
言
う
。
】
の
神
事
と
同
様
で
、
但
し
馬
に
乗
ら
な
い
で
弓
で
的
を
射
る
行
事
で

あ
る
。
こ
の
行
事
は
破
魔
の
目
的
と
年
占
い
の
意
味
を
兼
ね
た
神
事
で
、
関
東
地
方
で
は
、
千
葉
県
の

「
香
取
神
宮
」
で
歩
射
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
香
取
神
社
」
で
步
射
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
に
倣
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

赤
沼
神
社
で
行
わ
れ
る
行
事
は
、
こ
の
地
内
に
住
む
、
学
齢
期
【
六
歳
】
に
な
っ
た
男
子
が
新
調
の

衣
服
・
袴
姿
で
社
前
に
設
け
ら
れ
た
的
【
直
径
一
メ
ー
ト
ル
程
の
竹
ヒ
ゴ
に
紙
を
貼
っ
た
も
の
】
に
向

か
っ
て
弓
を
射
る
行
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
的
ま
で
の
距
離
が
遠
い
の
で
、
子
供
の
力
で
は
無
理
な
た

め
、
神
官
・
氏
子
総
代
等
が
介
添
え
し
て
射
る
。
子
供
の
行
事
が
終
わ
る
と
、
役
員
等
が
弓
を
射
て
そ

の
年
の
作
物
の
豊
凶
を
占
う
行
事
が
行
な
わ
れ
る
。 

 

近
年
に
な
っ
て
、
獅
子
舞
が
復
活
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
銚
子
口
の
獅
子
舞
と
同
様
に
下
間
久
里
か

ら
伝
承
さ
れ
た
行
事
で
、
江
戸
時
代
の
元
禄
年
間
か
ら
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
一
時
期
継
承
者
が
少
な



9 

 

く
な
っ
て
中
止
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
氏
子
達
が
練
習
を
積
み
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 


